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■
一
体
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ

ン
強
化

　
三
重
工
場
は
、

中
国
、

イ
ン

ド
ネ
シ
ア
各
工
場
の
マ
ザ
ー

工

場
と
し
て
、

連
携
強
化
を
進
め

て
い
ま
す
。

特
に
、

イ
ン
ド
ネ

シ
ア
工
場
で
は
、

自
販
機
製
造

以
外
に
三
重
工
場
製
品
用
の
配

線
組
立
な
ど
の
部
品
製
造
を
行

っ

て
お
り
、

重
要
な
も
の
つ
く

り
拠
点
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
配
線
組
立
は
、

現
地
従
業

員
と
三
重
工
場
支
援
者
の
協
働

に
よ
り
、

短
期
間
で
量
産
化
を

成
功
さ
せ
、

現
地
従
業
員
の
努

力
で
着
実
に
生
産
量
が
向
上
し

て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、

も
の
つ
く
り
技
能
習
得

の
た
め
に
、

昨
年
二
月
よ
り
順

次
来
日
し
、

計
五
二
名
の
方
が

三
重
工
場
で
研
鑽
を
積
み
、

十

二
月
中
旬
ま
で
に
全
員
が
帰
国

の
途
に
就
き
ま
し
た
。

■
金
銭
通
貨
機
器
の
生
産
開
始

　
二
０
二
０
年
十
一
月
よ
り
、

三
重
工
場
の
一
０
一
棟
に
て
、

自
販
機
用
紙
幣
識
別
装
置
の
製

造
を
開
始
し
ま
し
た
。

更
に
、

二
月
か
ら
は
、

硬
貨
識
別
装
置

の
製
造
も
始
ま
り
、

一
０
一
棟

内
で
釣
銭
機
を
始
め
と
す
る
金

銭
・
通
貨
機
器
装
置
の
製
造
が

可
能
と
な
り
、

自
販
機
搭
載
製

品
の
同
期
生
産
に
向
け
、

関
係

会
社
を
含
め
従
業
員
一
同
精
力

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
受
注
生
産
方
式
へ
の
挑
戦

　
昨
年
度
か
ら
活
動
を
始
め
て

い
る
、

販
売
と
生
産
の
同
期
化

を
テ
ー

マ
に
掲
げ
、

自
販
機
の

受
注
生
産
方
式
に
向
け
た
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

営
業

側
は
必
要
と
す
る
製
品
へ
の
生

産
要
請
変
更
が
容
易
と
な
り
、

「

買
っ

て
い
た
だ
け
る
製
品
を

必
要
な
時
に
お
届
け
す
る
」

こ

と
で
必
要
以
上
の
製
品
在
庫
の

削
減
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

一
方
、

工
場
で
は
、

今
必
要
で

な
い
材
料
は
購
入
し
な
い
等
、

必
要
以
上
の
費
用
発
生
を
無
く

せ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
は
営
業
部
門
、

生
産
計
画
部
門
や
購
買
部
門
等

の
連
携
が
今
迄
以
上
に
重
要
で

あ
り
、

製
販
一
体
と
な
っ

た
活

動
で
成
果
を
上
げ
て
参
り
ま
す
。

　
　
　
（

三
重
工
場
製
造
部
）

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
友
の
会
会
長

　
　
　
　
　
　
日
比
　
正
徳

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
家
族
お
揃

い
で
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す

　
昨
年
二
０
二
０
年
度
は
世
界

的
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

大
流
行
し
た
年
で
あ
り
、

世
界

の
感
染
者
数
は
七
千
万
人
以
上

で
す
。

ま
た
、

国
内
感
染
者
数

も
二
十
万
人
を
超
え
、

世
界
・

日
本
共
に
収
束
の
姿
が
見
え
て

第
四
四
半
期
で
大
き
く
挽
回
す

る
通
期
計
画
と
な
っ

て
い
ま
す

が
、

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
と

な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
我
々
労
働
組
合
の
活
動
に
お

い
て
も
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
影
響
は
大
き
く

当
初
計
画
し
て
い
た
活
動
の
殆

ど
が
延
期
や
中
止
と
せ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
と
な
っ

て
し
ま
い

ま
し
た
が
、

一
方
で
、

三
密
の

徹
底
回
避
や
活
動
内
容
の
見
直

し
と
工
夫
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で

と
は
違
っ

た
視
点
で
の
取
組
み

を
進
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
事
業
環
境
が
厳
し
く
、

働
き

方
も
大
き
く
変
わ
っ

て
い
き
ま

す
が
、

私
達
の
活
動
の
原
点
と

な
る
『

対
話
』

を
大
切
に
「

対

話
と
参
画
で
働
き
が
い
の
あ
る

職
場
環
境
を
つ
く
ろ
う
」

と
い

う
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
、

三
重

地
区
で
働
く
皆
の
「

や
り
が
い

と
働
き
が
い
」

が
更
に
良
く
な

る
よ
う
、

精
一
杯
活
動
を
進
め

て
い
き
ま
す
の
で
、

引
き
続
き

の
ご
支
援
を
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　
最
後
に
、

友
の
会
の
皆
さ
ま

の
益
々
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を

祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

い
ま
せ
ん
。

東
京
五
輪
を
筆
頭
に
し
て
、

あ

ら
ゆ
る
行
事
が
延
期
・
中
止
に

な
り
、

私
達
の
生
活
様
式
も
混

乱
・
変
化
し
ま
し
た
。

　
政
治
面
で
は
約
八
年
間
の
安

倍
政
権
か
ら
菅
政
権
に
変
わ
り

ま
し
た
。

菅
内
閣
の
任
期
は
安

倍
内
閣
の
残
り
任
期
で
す
の
で

一
年
以
内
に
衆
議
院
選
挙
と
い

う
国
民
審
判
が
あ
り
ま
す
。

ど
の
政
党
が
国
民
の
た
め
に
尽

く
し
て
く
れ
る
の
か
、

厳
選
し

ま
し
ょ

う
。

　
富
士
電
機
三
重
退
職
者
友
の

会
に
お
い
て
も
、

コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
は
大
き
く
、

定
期
総
会
・

大
相
撲
名
古
屋
場
所
観
戦
・
三

重
工
場
納
涼
祭
り
・
友
の
会
だ

よ
り
夏
号
・
各
趣
味
の
会
諸
行

事
が
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

今

後
の
予
定
行
事
も
、

新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
次
第
で
は

中
止
の
判
断
も
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
さ
て
、

私
達
友
の
会
の
重
要

課
題
は
「

財
政
の
健
全
化
」

で

一
刻
を
争
う
危
機
的
状
況
に
あ

り
ま
す
。

友
の
会
の
主
な
収
入

は
、

会
員
の
年
会
費
で
あ
り
ま

富
士
電
機
労
働
組
合

　
三
重
支
部
執
行
委
員
長

　
　
　
 
　
大
倉
　
竜
児

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
家
族
の
皆

さ
ま
共
々
清
々
し
い
新
年
を
お

迎
え
の
事
と
、

お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　
私
達
労
働
組
合
は
、

昨
年
七

月
二
二
日
に
行
わ
れ
た
第
九
回

三
重
支
部
定
期
大
会
に
て
確
認

し
た
新
た
な
運
動
方
針
の
も
と

二
名
の
新
た
な
執
行
委
員
を
迎

え
、

フ
レ
ッ

シ
ュ

な
体
制
で
活

動
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

引
き

続
き
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
さ
て
、

昨
年
度
に
発
生
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、

無
症
状
か
ら
も
感
染
が
広

が
っ

て
し
ま
う
特
徴
と
、

発
展

し
た
グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
が
互
い

に
影
響
し
合
い
、

過
去
に
経
験

を
し
た
こ
と
の
無
い
、

入
国
規

制
、

緊
急
事
態
宣
言
発
令
、

東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
延
期
、

す
べ

て
の
小
中
学
校
の
臨
時
休
校
へ

の
要
請
が
出
さ
れ
る
等
の
事
態

と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

人
と
モ
ノ
の
移
動
が
世
界
的
に

停
滞
し
、

リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ

ク

を
超
え
る
未
曾
有
の
経
済
危
機

と
な
っ

て
い
ま
す
が
、

今
後
は

感
染
拡
大
の
防
止
と
収
束
、

コ

ロ
ナ
後
の
経
済
復
興
が
大
切
だ

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、

富
士
電
機
の

経
営
状
況
は
、

国
内
外
で
の
投

資
抑
制
や
納
期
延
長
等
の
影
響

に
よ
り
、

上
期
決
算
は
、

売
上

高
・
営
業
損
益
・
経
常
損
益
・

純
損
益
共
、

対
前
年
減
収
減
益

と
な
り
、

年
間
の
見
直
し
予
算

に
お
い
て
も
、

対
前
年
減
収
減

益
の
厳
し
い
計
画
と
な
っ

て
お

り
ま
す
。

　
食
品
流
通
事
業
及
び
三
重
工

場
に
お
い
て
も
、

自
販
機
事
業

の
上
期
決
算
は
、

国
内
飲
料
メ

ー

カ
ー

の
営
業
活
動
自
粛
及
び

設
備
投
資
の
減
少
、

並
び
に
中

国
の
需
要
減
少
に
よ
り
減
収
減

益
と
な
り
、

店
舗
流
通
分
野
に

お
い
て
も
、

設
備
機
器
等
の
需

要
減
少
、

改
装
工
事
の
一
部
中

止
・
延
期
に
よ
り
、

減
収
減
益

と
厳
し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

富
士
電
機
㈱

　
食
品
流
通
事
業
本
部

　
　
　
　
三
重
工
場
長

　
　
　
　
　
山
本
 
直
樹

　　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、

つ
つ
が
な
く
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　　
昨
年
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
う
年
間

の
急
激
な
繁
閑
差
を
踏
ま
え
、

休
日
振
替
や
変
形
労
働
時
間
制

等
を
実
施
し
な
が
ら
、

生
産
活

動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
中
、

食
品
流
通
事

業
本
部
上
期
の
会
社
業
績
と
し

て
は
、

売
上
高
三
七
七
億
円
、

営
業
損
益
▲
二
六
億
円
と
、

対

前
年
で
大
幅
な
減
収
減
益
と
な

り
ま
し
た
。

　
国
内
自
販
機
に
お
い
て
は
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
延
期
や

テ
レ
ワ
ー

ク
の
利
用
拡
大
に
よ

る
オ
フ
ィ

ス
飲
料
需
要
の
急
減

等
に
よ
り
、

大
手
飲
料
メ
ー

カ

ー

が
設
備
投
資
を
一
時
的
に
凍

結
し
た
こ
と
も
あ
り
、

対
前
年

減
収
減
益
と
な
り
ま
し
た
。

　
店
舗
分
野
も
、

大
手
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
販
売
が
軒

並
み
減
少
し
た
結
果
、

新
店
舗

の
計
画
が
見
直
さ
れ
減
少
し
、

既
存
店
舗
の
改
装
案
件
に
つ
い

て
も
、

投
資
計
画
が
下
方
修
正

さ
れ
る
等
に
よ
り
、

減
収
減
益

と
な
り
ま
し
た
。

　
上
期
の
損
益
が
絶
対
値
と
し

て
赤
字
に
な
っ

た
こ
と
は
、

友

の
会
を
含
め
た
関
係
者
の
皆
様

に
ご
心
配
を
お
掛
け
す
る
こ
と

に
な
り
、

深
く
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　
一
方
で
、

海
外
に
お
い
て
は

中
国
市
場
で
新
た
な
食
品
自
販

機
を
拡
販
し
た
も
の
の
、

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
や
大
規

模
な
洪
水
に
よ
る
影
響
も
あ
り

全
体
と
し
て
は
物
量
が
計
画
に

対
し
て
減
少
す
る
等
、

自
販
機

を
ベ
ー

ス
と
し
た
新
し
い
ビ
ジ

ネ
ス
へ
の
対
応
を
迫
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、

東
南
ア
ジ
ア
市
場
で

は
、

中
間
層
の
所
得
増
や
人
件

費
上
昇
に
よ
り
、

自
販
機
ニ
ー

ズ
が
拡
大
し
て
お
り
、

当
社
の

売
上
も
確
実
に
伸
長
し
て
お
り

ま
す
。

　
三
重
工
場
は
、

マ
ザ
ー

工
場

と
し
て
、

市
況
変
化
に
対
応
し

た
生
産
体
制
の
構
築
と
棚
卸
資

産
適
正
化
に
よ
る
体
質
強
化
に

中
国
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
工
場

と
も
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

　
下
期
も
残
す
と
こ
ろ
三
ヶ

月

と
な
り
ま
し
た
が
、

三
重
工
場

で
は
、

二
一
年
度
機
の
缶
自
販

機
や
新
型
釣
銭
機
の
増
産
対
応

を
図
る
計
画
と
な
っ

て
お
り
、

高
操
業
と
な
る
見
込
み
で
す
。

ま
た
、

新
商
材
の
リ
リ
ー

ス
を

控
え
て
お
り
、

通
期
で
の
黒
字

化
に
向
け
、

関
係
会
社
を
含
め

た
従
業
員
一
丸
と
な
っ

て
諸
課

題
に
対
応
し
て
参
り
ま
す
。

引
き
続
き
ご
支
援
を
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　
最
後
と
な
り
ま
し
た
が
、

友

の
会
及
び
関
係
各
位
、

並
び
に

従
業
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
、

本
年
が
益
々
良
い
年
に
な

り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
致

し
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

す
が
、

少
子
高
齢
化
の
構
造
的

体
質
か
ら
、

逝
去
者
・
退
会
者

が
新
期
入
会
者
を
大
幅
に
上
回

り
、

会
員
数
の
減
少
傾
向
が
止

ま
り
ま
せ
ん
。

二
０
０
七
年
四
月
　
八
四
九
名

二
０
一
五
年
四
月
　
七
七
九
名

二
０
二
０
年
四
月
　
六
五
七
名

二
０
二
五
年
予
測
　
四
三
五
名

　
財
政
健
全
化
の
基
本
方
針
は

会
員
数
の
減
少
に
伴
う
年
度
毎

の
収
入
規
模
が
年
々
縮
小
し
て

い
く
状
況
下
に
あ
っ

て
も
、

①
友
の
会
の
目
的
に
沿
っ

た
活

　
動
は
、

引
続
き
維
持
・
継
続

　
し
て
い
く
。

②
現
行
の
年
会
費
（

二
四
０
０

　
円
）

は
、

可
能
な
限
り
維
持

　
す
る
。

③
今
後
ま
す
ま
す
会
員
の
高
齢

　
化
が
進
む
こ
と
を
見
据
え
、

　
新
規
ア
イ
テ
ム
の
導
入
を
含

　
め
た
活
動
の
再
構
築
を
行
う
。

④
そ
の
上
で
、

当
年
度
収
入
の

　
範
囲
内
に
当
年
度
支
出
が
収

　
ま
る
よ
う
、

施
策
の
立
案
・

　
推
進
を
行
い
、

財
政
の
健
全

　
化
を
実
現
す
る
。

⑤
毎
年
実
績
と
展
望
の
吟
味
を

　
行
い
、

健
全
な
財
政
の
維
持

　
を
図
っ

て
い
く
。

以
上
の
五
点
で
す
。

　
一
部
の
財
政
健
全
化
策
は
、

二
０
二
０
年
度
か
ら
先
行
実
施

し
て
い
ま
す
が
、

二
０
二
五
年

度
ま
で
を
展
望
し
た
本
格
実
施

は
二
０
二
一
年
度
か
ら
で
す
。

今
回
の
友
の
会
だ
よ
り
第
二
面

に
「

財
政
健
全
化
大
綱
案
」

を

掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

紙

面
の
都
合
上
、

詳
細
な
報
告
は

で
き
ま
せ
ん
が
、

こ
の
内
容
は

役
員
会
と
幹
事
会
で
知
恵
を
出

し
議
論
を
重
ね
て
作
成
し
て
き

て
い
る
も
の
で
す
。

ど
う
か
ご

覧
頂
き
、

前
向
き
な
ご
意
見
を

役
員
ま
で
届
け
て
く
だ
さ
い
。

　
今
年
度
の
定
期
総
会
は
、

財

政
健
全
化
の
本
格
ス
タ
ー

ト
が

で
き
る
か
ど
う
か
の
重
要
な
総

会
に
な
り
ま
す
。

是
非
、

多
く

の
会
員
の
方
々
の
出
席
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

　　
最
後
に
、

新
し
い
一
年
が
皆

様
と
ご
家
族
に
と
っ

て
健
康
で

明
る
い
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

ご
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

友
の
会
だ
よ
り

令
和

三
年

一
月

一
日

富
士
電
機
三
重
退
職
者
友
の
会
会
員
数

五
七
七
名

発
行
責
任
者

日
比

正
徳

（
令
和
二
年
十
二
月
八
日
現
在
）

（
友
の
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
見
て
下
さ
い
）

謹 賀 新 年

（趣味の会 カメラ部 安藤宣朗さん撮影）

三
重
工
場

ニ
ュ
ー
ス
＆
ト
ピ
ッ
ク
ス


